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    「年末及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」 

の一部改正について 

 

 平素は当協会の事業運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、例年、年末及び夏期等における繁忙期においては、生活関連物資の輸送

需要に加え、贈答用品を中心とした輸送需要が各時期により極端に増大し、事業

用自動車のみでは、その輸送力の確保が困難となっているところです。 

また、近年の消費者ニーズの多様化や電子商取引の増加等を背景として、ラス

トワンマイル輸送（営業所から近距離の限られた区域内における住居等への配

送をいう。以下同じ。）が増加する繁忙期が、貨物自動車運送事業者ごとに多様

化していることから、国土交通省では、良質な輸送サービスを確保し、あわせて、

利用者ニーズに応えるため、「年末及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策

について」（平成１５年２月１４日付国自貨第９１号）を、別紙のとおり改正す

ることとしましたので、お知らせいたします。 

敬具 

 

              ◇本件問合先：企画部 TEL03-3354-1037 



繁忙期有償運送通達の改正について

改正概要

春期 ３/10～３/31
４/20～４/30
５/６～５/15

① 輸送需要の実態を踏まえ繁忙期の期間設定を見直し
（春期繁忙期の追加等）

夏期 ６/15～８/12
秋期 ８/13～11/９
年末 11/10～12/31

⑤ 自家用車１両あたり年間90日を上限として使用可

・１両あたり年間９０日まで
※営業所単位ではない

⑥ 悪質な違反行為又は社会的影響のある事故を引き起
こした場合等には、翌年の許可を受けられない

・有償運送時に悪質な違反行為又は社会的
影響のある事故を引き起こした場合
・年間９０日を超えて有償運送を実施した場合

② 許可申請を運送需要者からの申請（代理申請）のみ

運輸支局 トラック事業者 有償運送実施者

● 輸送需要が極端に増大し、事業用自動車のみでは輸送力の確保が困難となる年末年始・夏季等の繁忙期に限り、許可を得たト
ラック事業者が運行・労務管理などの安全指導を行うことを前提に、自家用車の活用を例外的に許可。

● 令和３年９月１日、ネット通販事業等による宅配貨物量の変化を踏まえ、対象時期を見直すとともに、申請手続きの合理化、
使用される自家用車の管理の厳格化（原則ラストワンマイル配送のみ、台数制限、運送事業者による報告義務、ペナルティの
新設等）等のため、通達（※）改正を実施。
※『年末年始及び夏季等繁忙期におけるトラック輸送対策について』（平成15年2月14日国自貨第91号）

制度

③ 申請は年初１回で足り、その年の運送実績を翌年２
月末までに報告書として提出

運輸支局 トラック事業者

・年初１度の申請で年間の運送可
・前年の報告書の提出がされるまで
は、新年の許可は行われない。

④ 有償運送使用可能台数は保有車両数の範囲内に限る

× 10台

× 10台まで

・有償運送実施日において、使用可能
な台数は営業所が保有する事業用車
両数の範囲内に限る

（例）

トラック

有償運送実施車両

有償運送実施車両

× ９０日



（参考）繁忙期有償運送通達の改正箇所まとめ

改正後 改正前
申請主体 運送需要者たる貨物自動車運送事業者による代理申

請に限定。
自家用自動車の運転者が申請又は貨物自動車運送事
業者が代理申請を行う。

営業所に配置されている事業用自動車と同数までの
自家用自動車について、一両当たり年間90日。

（新設）

以下の運送に限る。
①ラストワンマイル輸送
②公共の福祉を確保するためやむを得ない場合

輸送品目について制限なし。

利用者対策の実施について、右記に加え法令遵守を
追加。

自動車事故、荷物事故の防止、接客態度等について
研修等の利用者対策の実施。

自家用自動車の有償運送中に以下の事案が発生した
場合の報告義務を追加。
①救護義務違反、酒酔い運転、薬物等使用運転等の
悪質と認められる行為に係る違反行為
②自動車事故報告規則第2条各号に定める事故
③過積載違反、最高速度違反行為等の道路交通法に
違反する行為

（新設）

悪質な違反行為又は社会的影響のある事故を引き起
こした場合の以下の対応義務を追加。
・当該運転手に対する許可証返納の指導
・他の運転手に対する再発防止のための研修等の実
施

（新設）

運送実績の報告（翌年２月まで）。 （新設）
以下の事案が発生してから一年以内は、当該事案が
発生した営業所に係る許可を行わない。
①一両当たり年間９０日を超えて有償運送を行った
場合
②運転者が悪質な違反行為又は社会的影響のある事
故を引き起こした場合
③報告すべき事案に関し、事実又はこれを称するも
のを隠滅したと認められる場合

（新設）

貨物自動車運送事業者が行政処分を受けることと
なった場合は、当該処分期間中の許可自家用自動車
の許可を無効とする。

（新設）

繁忙期の期間 ⑴春期繁忙期
 毎年３月１０日から同年３月３１日まで
 毎年４月２０日から同年４月３０日まで
 毎年５月６日から同年５月１５日まで
⑵夏季繁忙期
 毎年６月１５日から同年８月１２日まで
⑶秋期繁忙期
 毎年８月１３日から同年１１月９日まで
⑷年末繁忙期
 毎年１１月１０日から同年１２月３１日まで

⑴年末年始繁忙期
 毎年１１月１０日から翌年１月１０日まで

⑵夏季繁忙期
 毎年６月１日から同年８月３１日まで
⑶秋期繁忙期
 毎年９月１日から同年１１月３０日まで

実績の把握 毎年の実績を各地方運輸局において翌年６月末まで
に把握する。

毎年の実績を各地方運輸局において翌年３月末まで
に把握する。

貨物運送事業者の
義務

許可の対象

処分等


























